
 
第 74 回日本書芸院展で最高の『史邑賞』をいただいて！           

                      29期 竹本治男（大鶴） 

書道人生を送っている私にとって栄誉ある賞をいただき

喜びに堪えません。 

受賞作品は、江戸時代中期の儒学者、伊藤東涯の漢詩を

170cm×70cmの画仙紙に横書きで仕上げました。 

中国の北宋の時代の米芾（べいふつ）の書風を基調に、

流動的かつ余白美を大切にして書きました。横作品は初め

ての試みで苦労しましたがチャレンジの大切さを知りまし

た。 

 思えば 40年余り前から毎年この「日本書芸院展」に出展

してきました。 

昭和 21 年創立の全国約 1 万 2 千人の会員を擁す全国屈指の書道展で「史邑(しゆう)

賞」は初代会頭の辻本史邑（１０９５～１９５７）の功績を称え設けられた最高賞です。 

公募→２科会員→１科会員→無鑑査会員→２科審査会員→１科審査会員と６ランクの昇

格基準があり１科審査会員の中から１２９１人が出展。７３人の受賞と狭き門でした。 

 「継続は力なり」と言われていますが、目標に向かってコツコツ精進することの大切

さを改めて痛感しました。 

        ２０２０（令和２年）１０月２７日 記す 

受賞作品 



 

漢詩の意味 

＊事務局より 

北辰会の事務局員である 29 期竹本さんが 2020 年 74 回日本書芸院展で最高の「史邑賞」を受賞され

喜びに堪えません。ご本人が語られている様に、40 年の努力の積み上げとご本人の能力、そして出展の

際の 100 枚から 800 枚位に及ぶ習作を重ね出展に合わせ日夜精進されているようです。 

北辰会が再出発した歴史より長く努力され、尚且つ段々能力を高め、道を極める努力に北辰会も学び

たいと思います。北辰記念室に展示の書、北辰会総会時の看板類の書は竹本さんが書かれたものです。

北辰会の宝物に成ることでしょう。益々のご健康とご活躍をお祈り致します。 

 


